
 

 

第４回 笠間市立小中学校学区審議会  

次第 
 

 

日時：平成２９年３月１７日（金）午後７時から 

場所：笠間市役所 行政棟２階 庁議室 

 

1. 開  会  

 

2. あいさつ 

 

3. 議  事 

（1）笠間市立小中学校学区審議会答申（案）について 

（2）意見交換 

 

4. 教育委員会への答申 

    

5. 閉  会 
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～笠間市立南小学校，南中学校の学区について～ 
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平成２９年３月１７日 

 

笠間市教育委員会教育長 様 

 

 

 

笠間市立小中学校学区審議会答申 

 

平成２８年１１月３０日付笠間市教育委員会諮問第２号により諮問のあった，

笠間市立南小学校，南中学校の学区について，本審議会において慎重に審議し

た結果，下記の結論に達したので答申する。 

 

 

記 

 

 

 

１ はじめに 

 

南小学校と南中学校については，平成１６年度から少人数の特徴を生かした

小中連携教育が進められており，特色ある教育活動の推進や，小中学校職員の

相互理解等，今日まで一定の成果を得ている学校と言える。 

一方で，入学する児童生徒数は年々減少傾向にあり，平成２５年に策定され

た「笠間市立小中学校適正配置実施計画」においては，南小・南中学校共に児

童生徒数が適正規模に満たないため，経過観察校とされており，小規模化が進

んでいる現状がある。 

そのような中，平成２７年６月の学校教育法改正により，小中連携教育をさ

らに発展させて，小学校入学から中学校卒業までの９年間の義務教育を一貫し

て行う「義務教育学校」が制度化され，市教育委員会において，小規模化する

南小・南中学校の課題を解消し，さらに魅力ある学校とするため，義務教育学

校の設立が検討された。 

市教育委員会では，南小・南中学校の児童生徒の保護者や地元住民との協議

を重ねると共に，平成２８年１０月に行った最終的なアンケートの結果を踏ま

え，平成２９年４月に義務教育学校を開校すること，併せて小規模特認校に指

定することを決定し，平成２８年１２月第４回笠間市議会定例会での議決を経

て最終決定に至った。 

また，協議の中で，南小学校と南中学校で異なる学区をどのようにしていく

べきか等，学区の在り方について様々な意見が出されたが，学区の問題である

ことから，「笠間市立小中学校学区審議会」を設置し諮問することとなった。 

以上の経過から，笠間市教育委員会から諮問を受け，同日より審議を始めた

ところである。 
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２ 審議の経過 

 

（１）第１回審議会（平成２８年１１月３０日） 

 

 ○検討内容 

 

諮問理由の説明を受けた後，審議を開始し，市教育委員会で開催した検討 

会や保護者説明会等において，児童生徒の保護者や地元住民から意見のあっ

た次の４つの中から，答申への方向性を決定していくこととした。 

 

① 南小・笠間中学区を南小・南中学区に統一する。 

② 調整区域制（来栖，手越の笠間中学区は南中学校・笠間中学校どち

らかを選択する）にする。 

③ 笠間駅南側の下市毛南部を，笠間小・笠間中学区から南小・南中学

区に変更する。 

④ 変更しない（現在の南小・南中学区のままにする）。 

 

 

 

○主な意見 

・ 通学距離や，芸術の村地区の通学状況を踏まえ学区の審議をすべき。 

・ 変則的な学区編成であるが故に，南小，南中学校の小規模化を招いた

のではないか。 

・ 学区を「変更しない」という選択肢は，南小，南中学校がなくなる不

安要素となる。 

・ 学区は，時代に合わせて変えていかなければならないのでは。 

・ 南小，南中学区のことを知らない人が，現在の学区編成を見たらおか

しいと感じるはずである。事実，南中学校の目の前から笠間中学区とい

う現状がある。 
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（２）第２回審議会（平成２９年１月３１日） 

 

○検討内容 

 

第２回の審議会では，行政区や通学距離，将来の児童生徒数，義務教育学

校の適正な人員配置，線路や今後の道路改良に伴う地理的条件等様々な観点

から審議を行った。 

 

 

 

○主な意見 

 

・ 何のために義務教育学校を設立したのかを考慮すべき。一貫教育を行

う義務教育学校は学区を統一しなければ意味がないのでは。 

・ 現在のままだと，入学予定人数が少ない。調整区域では，現在の人数

のまま変わらなくなってしまうことが懸念される。調整区域では何ら変

更していないのと一緒である。 

・ 地域から学校がなくなるのは寂しいこと。みなみ学園を地域に残して

いくために，多少無理をしても，下市毛南部地区を南小・南中学区とす

ることも進めてはどうか。 

・ 下市毛南部地区をバイパスが出来たからといって，分断するのはいか

がなものか。同じ地区に住んでいる方は同じ学校に通い，地域の絆を深

めていくことが大事だと考える。 

 

 

 

 

 

（３）第３回審議会（平成２９年２月２０日） 

 

○検討内容 

 

第２回での審議結果を踏まえ，行政区など地域社会との関係，各意見に対

し考えられるメリットと課題等最終的な答申に向けての慎重な審議が行わ

れ，本答申における最終的な方向性が決定された。 
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○主な意見 

 

・ 下市毛南部地区が，南小・南中学区に編入し学区が広がることは理想

だが，歴史的背景から，安易に下市毛地区を編入させなくてもよいので

はないか。 

・ 地域のつながりは，行政区や子供会でつながっている部分が大きい。

下市毛南部地区を南小・南中学区にすると問題があるのではないか。 

・ 一貫校である以上，他の学校に行けるということは相応しくない。学

区だけはきちんとさせるべきではないか。 

・ 現在は公立のみならず，私立の学校等，他の学校に行ける時代である。

あえて調整区域を作る必要はないのではないか。調整区域は問題を曖昧

にしているだけだと感じる。 

・ 基本的に誰が通う学校なのかということを考えなければならない。前

回，適正配置の学区審議会の時も歴史的背景に基づく意見がよく出てい

たが，実際に「子ども」ということがビジョンに入っていないものだっ

た。子どものことを一番に考えてあげたい。 

 

 

 

３ 審議の結果 

 

 南小学校と南中学校の学区については，平成２９年４月から義務教育学校と

して９年間の小中一貫教育を行うことを最大限考慮する必要がある。 

 来栖，手越地区を調整区域制にした場合，一貫教育の途中である中学校進学

時に指定校を選択することになる。また，学区を変更しない場合は，中学校進

学時に笠間中学校を指定校とすることとなる。 

これらのことは，９年間の一貫教育を行う義務教育学校として，教育活動の

趣旨に沿わない方法だと言える。子どもたちの成長を第一義として捉え，小中

一貫教育をしていくことを考えれば，南小児童は南中に進学し教育活動を行う

ことが望ましい教育環境であるとの結論に至った。 

また，下市毛南部地区については，学校への通学距離のみの判断ではなく，

歴史的背景や地域社会との関係を考慮し，笠間小・笠間中学区とし，変更しな

いことが適当である。 

以上から，南小・笠間中学区である来栖，手越地区を南中学区とし，南小学

区と南中学区を統一し，みなみ学園義務教育学校の学区とすることが適当であ

り，次のとおり答申することで合意した。 
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【笠間市立みなみ学園義務教育学校，笠間小学校，笠間中学校 通学区域】  

 

変更前 

笠間小学校 

 

笠間，石井，赤坂，下市毛（市営下市毛住宅団地を除く。），日草場，大橋，

池野辺，福田，飯田，大郷戸，箱田大郷戸，箱田大郷戸片庭，片庭，箱田， 

寺崎，日沢，石寺，金井，大渕，来栖のうち 14 区及び貯水場付近（見田々

橋より稲田川左岸及び涸沼川左岸，字見田々，上坪，中坪） 

南小学校 

 

南吉原，北吉原，手越，本戸（稲田小学区を除く），上加賀田，来栖（笠間小

学区を除く。）下市毛の一部（市営下市毛住宅団地） 

笠間中学校 

 

笠間，石井，赤坂，下市毛（市営下市毛住宅団地を除く。），日草場，大橋，

池野辺，福田，飯田，大郷戸，箱田大郷戸，箱田大郷戸片庭，片庭，箱田， 

寺崎，日沢，石寺，金井，大渕，来栖（ザク沢を除く。），手越 

南中学校 南吉原，北吉原，本戸（稲田中学区を除く），上加賀田，来栖の一部（ザク沢），

下市毛の一部（市営下市毛住宅団地） 

 

 

変更後 

笠間小学校 

 

笠間，石井，赤坂，下市毛（市営下市毛住宅団地を除く。），日草場，大橋，

池野辺，福田，飯田，大郷戸，箱田大郷戸，箱田大郷戸片庭，片庭，箱田， 

寺崎，日沢，石寺，金井，大渕，来栖のうち 14 区及び貯水場付近（見田々

橋より稲田川左岸及び涸沼川左岸，字見田々，上坪，中坪） 

笠間中学校 

 

笠間，石井，赤坂，下市毛（市営下市毛住宅団地を除く。），日草場，大橋，

池野辺，福田，飯田，大郷戸，箱田大郷戸，箱田大郷戸片庭，片庭，箱田， 

寺崎，日沢，石寺，金井，大渕，来栖のうち 14 区及び貯水場付近（見田々

橋より稲田川左岸及び涸沼川右岸，字見田々，上坪，中坪） 

みなみ学園 

義務教育学校 

 

南吉原，北吉原，手越，本戸（稲田小学区及び稲田中学区を除く。）， 

上加賀田，来栖（笠間小学区及び笠間中学区を除く。）， 

下市毛の一部（市営下市毛住宅団地） 
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笠間市立小中学校学区審議会委員 

 

（会長）  

大月 光司 元岩瀬日本大学高校校長 

（副会長）  

井川 省史 笠間市ＰＴＡ連絡協議会会長 稲田小学校ＰＴＡ会長 

（委員）  

石田 安夫 市議会議員 教育福祉委員会委員長 

大津 廣司 区長会会長 85区長 

鶴田 浩一 区長会副会長 仲町区長 

川﨑 幸良 区長会副会長 旭町西区長 

森田 正男 校長会会長 友部第二小学校長 

木村 友明 校長会副会長 友部中学校長 

市毛 正明 校長会副会長 南中学校長 

鈴木 秀和 笠間市ＰＴＡ連絡協議会副会長 南中学校ＰＴＡ会長 

岡村 雅樹 笠間市ＰＴＡ連絡協議会副会長 岩間中学校ＰＴＡ会長 

菅野 浩一 笠間市ＰＴＡ連絡協議会副会長 友部第二小学校ＰＴＡ会長 

根岸 忠宏 笠間小学校ＰＴＡ会長 

安見 貴志 南小学校ＰＴＡ会長 

久野 正博 笠間中学校ＰＴＡ会長 

（前委員） 

畑岡 洋二 市議会議員 前教育福祉委員会委員長 
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諮問書 

 

    笠間市立南小学校，南中学校の学区について 

（ 諮 問 ） 

 

 

笠間市立小中学校学区審議会会長 様 

 

１ 諮問事項 

  笠間市立南小学校，南中学校の学区に関する事項 

 

２ 諮問理由 

  笠間市立南小学校，南中学校を平成 29 年 4 月から 9 年間の小中一貫教育を行う  

「義務教育学校」として開校いたします。 

  現在，南小学校と南中学校で異なる通学区域が設定されているため，貴審議会の幅

広い意見を求めるものであります。 

  つきましては，笠間市立南小学校，南中学校の学区に関する事項についてご審議の

上、答申を願いたく諮問いたします。 

 

３ 答申予定時期 

  同審議会の審議が整ったとき 

 諮問第２号 

 平成２８年１１月３０日 

               笠間市教育委員会 

 

笠間市 


